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電力系統の電圧安定判別法
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電気学会論文誌 5トーB,22(昭5卜4)

従来′左力系統の安起作は左態､あるいは

過渡安定性などによって規滋されると才一え

られていた｡LかL,屯力需要の年々の抑

肋に対Lて発電所建.接地確保が囚雉なため

に,系統が長距離大谷量送7E化の傾Irりにあ

ること,及び負荷の電圧特性の非線形性

(例えば,負荷点に設置されている負荷峠

屯圧調軽装帯は,左常的には負荷特性が1三

冠力特性となるように作H-けると考えるこ

とができる)により,負荷′■-E庄の静的な安

憩作も考慮すべき中質な要閃となりつつあ

る｡二れらの条件のもとで,発`.‾E機脱落,

線路開放などの系統仙戊変化が生ずると,

負荷屯圧が徐々に岨下してし-き,通常の進

棚容量投人などの方法では電圧が佃IHせず,

ついには大幅な負荷制限を行なわぎるを得

ないという電口三不安定規範が発生するおそ

れがある｡

電信安定件に関しては,ソビエトのVe｡i-

kovJ)の検討例があり,我が国でもこの問

題が取り上げられてきた｡

1二に拝1く安う主税敏は,上主帖l榔二わたって徐

徐に起きる規範であり,そ叫川系統は左端･

状態にあると才一えJ)れる｡そのため､TE圧

安定什を考黙するうえでは,発ノi引幾の刺柑

性を考▲膚する必要が左･いので,系統がシと瑞･

あるとLて以‾卜の∴つのステップで

安1ヒ判別を行なう｡

(1)什.占二の如苛小二才一;ける.馴1布量､ある

いはてE榔‾E仔がステ･ノブ北に坐化する｡

(2)負荷アドミリタンスは,_ト記の変化の

瞬口りはそ･の坐化に追拙できず一一;ヒ(裸形fl

荷)と考‾える｡

(3)f与荷′■E拝も,(1)､(2)に従いステソフ､北

に坐化するが,二のため,f与荷アドミ‥ノタ

ンスの仙が変化L始める｡そのとき,負荷

アドミッタンスの伯が新Lいj平衡点におけ

るアドミリタンスの値に向かって変化しよ

うとすれば,安定,そうでなければイこ安定

と判1とする｡

__L記に抵づいて1燐1負荷系統における
電柱安定条件を背き,Venikovらが従来し

(そのト理論)

た安延粂什に-▲致することを示す｡軌二こ

の手法を多機系に拡張し,2機2負荷系統

でディジタル シミュレーションを行ない

同一一の電源電圧に対して二つの安定解が存

在することをホすが,同時に穀も安延な解

は1己掛電圧の微′卜上昇,あるいは負荷点で

進柑容量を微小量投入Lたとき,すべての

負荷電圧が卜昇するものであり.したがっ

て,多機系統では作意の′新郎E圧が微′トト

外したとき,あるいは什意の負荷一#で進仙

界塁を微小呈投入したときほとんどすべて

の負荷盲托が卜昇すれば安定であると判定

すればよし､ことが分かる｡.ニの安定条什を

M行列(非対角要素が負,又は0で,逆行

列の要素がすべて正,又は0となる正方行

列)の惟質を用いて,更に精密化を図り,

安定限界の検出及び電圧安定度向上対策

を施すべきノmドの検出に関して有効な方

法を提案する｡また多樅系におけるVenikov

らの安定条件が必要条什であることも示す｡
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コイル形成用絶縁電線

ミi義顔 l間瀬喜好■郡司治宜･百田明博
特許第7587柑号(特公昭49-20904号)

この発明は電気機器並びに通イ言機器など

のコイル形成に用し､られる加熱写せ自己融着

性絶縁電線に関するものである｡

コイル形成工程失せ溜石化のために開発され

た自己融着性絶縁電線としては,ポリビニ

ル樹脂系,ポリアミド樹脂系の絶縁う昆嫁が

使用されてきた｡しかし,ポリどニル系は

製造.t程が複雑で自己接着力が弱く,コイ

ル形成上満足する結果が得られない｡また

ポリアミド系は,皮膜が可撞性,柔軟性に

欠け,吸湿惟もあるためコイ/しに悪影響を

与えるほか比較的高温度で加熱しなければ

ならないため巻わくを軟化変形させやすい

欠点があった｡

ニの発明はこれらの欠点を解決したもの

で,熱可塑性ポリエステル樹脂を主体とし,

これに安定化イソシアネートの単独,若し

施薬

12

くは左;三化イソシアネ…卜とエポキシ樹脂

のi土色合物を配fナLてできた焼付享余料を用い

たことを特徴としており.電乞く的･機繊巧

接着する場合の加熱温度を低

くでき,高f且加熱しても接着力が低下しな

い耐熱特作を備えた電線を提供できる｡

図1はこの発明による絶縁電線の加熱温

度と摘着力の関係をホすもので,各ポイン

トは各i方言.度で5分間加熱した後の値である｡

折線Aは,熱可軌､勺三ポりエステ′し樹脂に安

定化イソシアネートを配fナした塗料の場合

を,折線Bは,熱吋塑性ポリエステル樹脂

に安定化イソシアネートとエポキシ桔川旨を

配合した塗料の場でナをホすもので,二れら

はポリアミド系塗料による印税Cに比べて

はるかに優れていることが分かる⊂.
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図l加熱温度と接着力との関係を示す曲

線図



日立の年寺許と新案

日立製作所では巾イj‾Lている全部の特許･り三川新案をすべ

てイ了‾旧聞放致Lております｡

このリストには,=､土製望作仲叶イJ▲の牛㌫汗･′克用新案で,上_了

旭川したものの【いかノノ,退んで掲戟:攻L圭

した｡

なお,照会･実施の御希甥がございます場′′ナは,イJiiLまで

御連絡くださるよう,お願い【i】Lあげます｡

■ 昇降装置
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登毒景番号
l

【公告番号
L

名 称
登録番号【公告番号

名 称

実869997 43-9542 エレベー一夕乗籠防振/てr!サイドシュー
尖967565!46-30326

エスカレダリ)ターーーミ十ルレール

実873568 43-25232

43-25226

エレベ【タ階味J井餅錠装置 リ三967566l46-30327 エスカレータグ‾)ターミナルレール

実873580 エレベータ階床Hl入=仲 ラミ967569 46-30329 エスカレータのターミナルレ【ル

実873651 43-25698

43】29694

43-31942

44-11884

44-14258

油圧エレベー一夕のJ妨古仏舷装置 実 968761
L

46-35146 エレベータ

実877384

実877415

フォーク式駐中設イ尉二於ける自動
l

実970703 46【35148 エレベーータ階床併

車の停止位置確認装置 ′実975625
■

47-1606 ス7■ロケット緩街体

エレベータ川スヒートガバナーー 尖975643
■

47-2248 チェーンてフロケ､ソト緩衝装-こ芹

実889119

尖891801

併捕り車

階J人碇係fナ純錠装置 芸……喜……喜;……;…………言…さ三三三冨謹言圭…三三三三三装置実894082 43-20891

44-22193

エレベータ山人U仲

実900887 フロアコントロ【ラーー 尖994442 47-27346 エスカレー一夕踪祭,投

実902508 44-25946

45-6169

45-4429

45-8573

45-14826

ラム式油圧エレベータ用花働メタル
l

実998547 47-29993 エスカレーータの安全装置

実912060 フロ7コントロ=ラ 二束1000772 47-32356 エレベ=タ階味イカ鉄鉱業甚

実912116

実915193

′電話機屯糠袋置(エレヘーー一夕用)

緒環式上体敵中設備
l
…00777■47‾31561竺雪二仙装置を肘る高齢レベ

芙922440 エレベータ制御装置
l

リ三1000789 47-33155 エレベータ牧批装置

芙927621

実931252

′夫931348

45-29392

45-26501

45-25434

エレベータ円表示器の表7+三松取付 尖1000790 47-33156 エレベータ吸批装荷

装措こ ′臭1000819 47-33197 エスカレータ踏段

エスカ レータチェーン スフロケ1ソ `丈1002677 47-29990 エスカレー｢タ放び格勅通路のハン

卜緩衝装茫壬 トレール案l勺装;;号

エレベータ相載オ‡ff埴検止招妄i耳
l

尖1005736147-36748 スプロケット緩衝体

実932709 45-13852 油1土リフト 尖1010733 47-31587 フォークJfj_立体新中装置

実939238 46-758 上卜併用油仔緩衝器 尖1010735 47-31560 エレベ【タr克

実939239 46-2186 エレベータ用夫ホ器取付装iFi三 つ三1010741;47-31969 ローブ

二丈939250 46-3545 ムホ灯 l ラミ1012183 47-37780 エレベーータドア

亡夫941893 46-5864 エレベ【夕内の車止装ii～工 ラミ1012187 48-2610 油J一仁ジャッキの一休搬入構造

実941894 46-5865 エレベーlタ内の卓1L装置 一夫1016313 48-5813 エレべ-一夕来籠

実942010

実945945

46-5862

46-9677

乎血循環九駈中装置のトレイ案内 実1016318 48-5811 エレベータケージの吊り構造

装置 実1016341 48-8636 ェスカレ=タおよぴ′こ一に剣道指の棚

沈韻制御弁 ‾‾｢構造

リ三945953 46-2497 エレベーータ油J上緩衝器 【 一夫1016347 48-8876 通明欄干を有するエスカレータノ旦

実945954 46-12027 平‾血循環J(駈申場装;琵 び棺垂わ道路

実945964 46-9171 油日三緩繊器 尖1016351 48-5436 ローブ

】

実945988

実947693

46▼3290 平血循環式駐中装置のハレリト辿.
`

芙1017978 48-2763 油圧エレベータ用流:ら王制御舟

結器 】
1 実1018021 48-9349

_立二体駄中城におけるパンタグラフ
46-10094 自動併の安全装置 1

】
式リフトの支持装置

実951096 46-15135 1‾ド由循環式駅中装置の縦送り装置 実1021403 48-10374 フロア…コントローラ

実951152 46-14575 リフト什平面循環式駄卓装置 実1021409 48▼10370 ユレヘ一夕J元利御装道

尖951245 46-10093lエレベータ内の中止装置 1実1021440
48-12694 エレベータ叫我速制御装置

`夫951279 46-15934【エレベー一夕誤来i妨+上二装置
l 】実1021460 48-5812 エレベM夕用衆籠

実951287

実951306

実954624

実962919

実967564

46-15936

46【16754

46-20167

46-27320

46【30325

フロアコントローラ

駄車設備の人嘩ケrソ連択装置

油止式工しベーータ

エレベータ輔スヒーードカ､‾バナ

エスカ レータのタM ミナルレール

リ三1021538

リ三1025473

実1030384

リ三1032632

48-12830

47-43160

48-20761

48-22960

チェーン伝動装帯における防売二装置

エレへ一夕†j仁

エレベーータ衆艶用側枇

エスカレーータおよぴi‾E軌道絡の安

全装荷
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完全水冷却タービン発電機

日立製作所は,大谷量発電プラント

用として多くの利点を持つ完全水冷却

タ【ビン発電機の実用化に成功した｡

同党′壷機の開発は才虫臼の方法で進めた

もので,ノ今回の1こ仝水i令却機開発の成

功により,1,000MW以_との超人谷量機

を製作できる見通しを得た｡

賀川化に当たっては,1,120MVA,

2梅のタービン発電機の設計をべ∬ス

表】 従来機(Type A)と完全水冷却機

(Type B)との仕様比較

方式 従 来 横 完全水冷却機

項目 (Typeノり (Type B)

容 重

力 辛

周 波 数

極 致

回 転 数

1′】20MVA

O.9

6DHz

2

3.600｢pm

冷却方式 固定子 氷 水

(直接冷却)回転子(5.蕊雷烹㍍)
水

マシン サイス(D､､∴L一)◆ 100% 80%

重 量 】00% 70%

過渡リアクタンス(ズd) 100% 103%

初期過濾リアクタンス(ズd) LOD% LO了%

閉路時定数(Tdo) 100% 55%

ン主:* D∫:回転子外径 1上:匡l定子鉄心長さ

に,鉄心1主だけを約iもに縮′卜し,その

他の､+一法は実物大とした120MVAの電

乞毛出力を持つ試験機を製作し,土主期に

わたって諸牛別隼のF式験を実施した｡

1.主な特長

本発7‡工機は,糊三右-rコイルを直接水

f令却,刷転-｢の界磁コイルを直接水素

冷ムIJしていた従来♂)方J℃を大幅に改善

Lたもので,歩この効果が其朋寺できる｡

(1)冷却効巧け)向_Lにより,100万kW

クラスで,従来の〃∫い二比べ,約30%

の重量が帆盲峨きれるので,軽量になる

とともに告発撮も周れる(-､

(2)水素などのi令加味休を川いないた

め,同左子わく放び周辺部品の構造は

簡単になる〔J

(3)夜iiljなどの畦flイ旨印寺での効率が著

しくl‾Fり_l∵㌻る｡

(4)L目1虹√一の冷却効一宋が大きいので,

急辿励磁などを行なう三拝殊電i原用途と

してもにく利川することができる｡

(5)発熱部分は,直接水で?令却されて

いるので,各部分とも#J-一一なブ止J空上昇

図l 試験中のほOMVA完全水冷却ター

ビン発電機(試験機)

となり,発電機の安定ノ性が大幅に向卜

する｡

図1に[可転試験中の120MVAlこ仝水

冷却タ【ビン発電機(試験粍)の･状さ兄

を示す｡

2.主な仕様

表1に,一例として1,120MVA2極

タMビン発電機の冷却方式の遠いによ

る概略仕様をホす｡

(ll立製作f叶 屯力事業木部)

日立H種ガラス マイカ巻線

/卜Lfl川臼発したH柿ガラス マイカ巻線

は,H柿の耐熱度を持つセミキュアニ状

態のオうス マイカ テMプをう導体にラ

､ソビングした後,加熱乾燥して仕上げ

た新Lい巻線である｡

1.テープの仕様

グラス マイカ テー,プは,碩質集成

マイカとオうス布とをシリコーンヰ封脂

によりパイントしたものであI),表1

に記すような優れた純一性を持っている(〕

2.電線の特性

2.2×4.5mmのヤ角銅線に突f㌢せ2根

巻きLたガラス マイカ巻線の特性を表

表2 H種ガラス マイカ巻線の特性

2に示す｡

3.主な!特長

(1)H杵の耐熱度を持ち,満て電圧,大

容量のノ.琶1工機器に過する｡)

(2)良好な機械的牛別牛を持ち,コイル

表l ガラス マイカ テープの仕様

巻加工性に一変れる｡

(3)高さ止下での憤れた電;咋引生(耐コ

ロナ什,tan(糾三件,絶縁破壊′定圧柑件,

ノ電こも絶縁紙杭性など_)を持つ｡

=1二立ニノ.一己線株Jじ会ネL)

項 目 単 位 イ士 様

基 本 構 成 ｢

厚

引 張 り

型___ 熟

絶 縁 破 壊

ガ ラ ス 基材 g/m2 約25

マ イ カ g･′■mご 約了ラ

シリコーン樹脂 g′′m2 約60

さ mm

強 さ

度

電 圧

ta11(∫ (at 50Hz,10kV)

kg/cnl

C】ass(Uc)

0.11十0.025

10± 2

H(180)

kV../mnl 15

% lへ-2(at20【JC).5(at180Dc)

導体寸被う志厚('てm)仕上寸法
冨芸破(漂■5言アップヮ1言,*曲川≠モツジ性り三孟*｡デ三三開始電三t(ここu｡

2.21×4.50 0.269XO.234 2.747×4.968 3′600

備 考

l.金属はく巻イ寸ン去

2.電極長100mm

850V l′200V l,000V l′150V

(き裂なL) (き裂なL) (き裂なL) (き裂なL)

l180度屈曲
*

屈曲径(mnl)

2.屈曲部に金属はくを巻き付け破壊電圧をン則定

3.( )内は.屈曲部外観を肉眼で判定

l′310 l′440
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都市じん芥焼却炉用ワイドピッチ電気集じん装置

電気集じん装置(以1こ,EPと略す)

の集じん板間隔は,従来250mm前後で

製作納入されてきたが,このたび500

mmに拡大した｢ワイドピッチEP+の

1号機を日立造船株式会社より′受注し,

′′

図l 某市役所納め都市じん芥焼却炉ワ

イドピッチ電気集じん装置

某市子辻一叶｢戸小ナじん芥焼却炉叩とIJて,

納人,運転を開始した(図1)しゝ

二のワイド･ピ･ソナE Pは,シュリーー

レン法を絹いたイオン風挙動の解析や

大形テスト プラントによる放乍E椒†す川棚

の選㍍,枝び絶縁がい了-などの椛j辻i設

L汁にも配舷を加1え製作されたものであ

る｡

1.ワイドピッチEPの主な特長

(1)イオン夙によるダスト搬送作川を

ヰ】▲効に清川するので,ダストの巾飛散

が少ない｡

(2)集じん椀と放尼柾との川l稲が大と

なるため,百石i∴‾いこよる熟ひずみなどの

宗き響が少なくなり,安二右荷1一己･安完三逆

転ができる｡

(3)内偵部品数が少なくなることと,

r糊ド鮨がじこいので仙ミ守点検が容易である｡

(4)装荷が軽量となるので,設備帝位

びプ占礎二‾Ⅰ二三#弓考の帆減が■叶能となる｡特

に処理ガ､ス量の大きな場介はその効米

も大きい｡

(5)荷電設備は二二川サイリスタ制御‾ん▲

表】 主なイ士様

Ⅰ員 員 イ士 様

形 式 SO-HPl｡(水平ガス涜式)

処‡里ガス量

ガ ス 温 度

力♪ ス 圧 力

入口含しん量

出口含しん量

圧 力 損 失

荷 電 言設 備

75′600Nl†11ノ†1

250⊃c

--210ml¶Aq

O.7g′ノ′Nrrl`弓

0･-gノNml

151n†11Aq

l区 DC120kV 300nlA

2区 DC120kV 400rrlA

J･〔を採用し尖頗屯[i三の帆減をl女Ⅰり,ま

た,彗さ～先哲芹什′変11i器はOF式辞テ閉形と

して｢打屯rj三(120kV)に対するイ‾.吉和(竹三を

1:一丁iめた亡j

(6)特殊講甘芯化土持がい十と省一.=にノJ形

がい管1ミ 川キ許申請--f-り との刹1でナせに

よ り,がいJ′一のダスト汚拝もによるリー-

クの【;ガ止を一女1っている｡

2.主な仕様

Tiミな仕様を表=ニ示す｡

(L卜､エプラント旭,没株J㌧三さ什)

日立軸トルク監視装置

【l〕工軸トルクせ妻ごこ手比装荷は,電動機そ

の他のr口Ⅰ転機の様蚕帥寺の軸トルクの伸

をノ常時監こ祝することを目的としたもの

で,仔.占二の設定伯を超える軸トルクが

発生した場†ナに苧竿報を発するととい二,

その歩刑空をカウント･表ホするほか,

トルクi岐形を連続的に記録することが

できる｡本装置を油川Lて,輿′活トル

ク発生j煩度を岨i成するため進1転条件な

どを管理すれば,粍寸城rlミJ石皮損=■糾夜の発

生を未然に防Ⅰ卜でき,ひいては,匝]転

機1城の寿命を延ばすことができる｡

1.機器の構成

トルクが仁ミ速されている軸グ)未知に

表l 日立軸トルク監視装置のイ士様

項 目 イ士 様

ひずみゲージ

炭素ブラシ

スライス レベル

信号レベル カウ●ン

上_方式

カウンタ制御方式

周波数特性

88

半導体形

特ヲ珠董艮入ブラシ

3組み

降下ナ頃度カウント方式

(図2参照)

連発完･間欠単一制御

切換方式

川,100,300,l′000Hz切換

＋400%
港

＋350%

ミ ＋･300%
0

蕃 ･･--300%
-350%

-400%

潤
一シ

｢

動力ひずみ

測定器

記重責計端子

スライサ

十300%

300チ昌

十350%

350%

｢400%

400%

スライス レベル

ワンショット ゲート

0.1,0_O1

0_001｢れS

連続○

アン70

間欠

トルク頻度計

アンプ カ

アンプ カウンタ

秒

秒

ロ

軸トルク カウンタ表示

300% 0006

350% 0004

400% 0002

注:*定格軸トルクを100%とする｡

はり付けられたひずみゲーーーージの電1も紙

抗の変化を,摺動環と炭素ブラシを介

Lて静IL側に収り｢HLたあと,トルク耕

轄こ汁に人力し,所走の電イ･回路を経て

カウンタやアラームをヱ拙作させるr､構

計
善
報
用
招
点
仙
喘
子 図l 日立軸トル

ク監視装置の回路

構成図の一例

図2 降下頻度カ

ウント方式の一例

戊図の-一一例を区11に示す｡

2.主な仕様

主な什様･の例を表1にホす｡

=-1_立製皇作一昨 ヰ幾電ヰi装本乱)
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表遥ヾJ鮎′㌢く表

日本国有鉄道北上操車場納め

リニアモータ方式L4形貨車加減速装置

ヰ:慌は日本いミ【有鉄道ヒ共トJ偶発Lた

リニア モータを応用したト′J走Jにのヤーー

ドtJl軌化川i号卓制御機器であl),ハン

プから散転されてくる1号卓を仕訳線人

】jで捕捉し,什訳線内の毛筆中速性を連

続的に制御しながJ〕組成側の指申に連

結きせていく装置である｡二れら一連

の動作`与,小火処理装置と情報を交絶

しながごっf-]軌)室転で行なわれるL〕

今回,臼､二′二製作J叶の製品が納人され

た北_卜拭中揚はソナ向別線(20株),ンこ羽

根線(12ブロック)で1[Jに1,800巾の

!号車を取り拭う我が臼三lで初めての降雪,

仇f丘.し地[丈の1て1軋化ヤードである｡本機

は方向別線JIJと人羽枇練絹の2機帥か

あり,既に円本何イ丁鉄道塩浜拭車場で

営業運転に人っている標準機に刈一L.

特に自走による走行路のl;余一方を行なう

耐寒･耐`専業道を持ち,通常の壬暑中制

御のほか壬賢卓散_転間fナにⅠ拐ミ雪道転をも

行なう｡また,走行路の定ノ1i二区間約30

mに保i比装讃を配置して,融雪ノ女び棟

緋のl坊l【二を行なっている(図1)｡

1.主な特長

(1)i号単に対L,粗埴だけでなく1仙包

もできるため,′キなどの外占Lにん右さjL

にくく,精度の高い制御が可能であるり

(2)11上+グ1代【i‾川畑≡】jは址人150tまで

行なうことができ,三けに中火のコンピ

ュータからの情報によって屯品中,雑

品卓放び婚約結息卓の制御が‾吋能であ

る｡また,コンビー1-一夕による作業官

印も吋能であるし)更に,りこ羽根線に対し

ては,先行与号車と子安続‡号申を所与ごグ川寺

l糊‖り帖に制御する時JJりl～り瞞制御ノノ‾式を

図lリニアモータ方式L.1形貨車加減速装置

表lリニアモータ方式L.】形貨車加減装置の仕様

境 目 仕 様

編 成

編成重量

lM5T(SトP十日-イC･M†D)

2.850kg

寸 ン去 編成長2L.600､幅88Dr高さ204(mm)

公 称 電 圧 A〔〕400V 3≠ 50Hz

リニア モータ手珪力 325hビン′2台

逆相フ■レーキカ 6ZDk芭(at400V S】叩 2)

空気ブレーキカ l′ZOOk呂.960kg

甘言幸転送速度 13 15k汀r.■ll

‡言草突放速度
普通車 4-5トト5k【¶ h

ユ垂結)主意車
2_511kr†1･h

採り入れた新Lい機能を開発L,中人

された〔.

(3)L′l形1号中加減墟装訂引ニュるl'1刺化

方ン〔は,敢.淫_‾l■二市が比較と′+てJ冊易で雌ii貨

二う配をあまり変えずに,Lかも,収

在の作某省▲による分子畔ん一法に繁白帆した

システムであるため,既設ヤードのFニー

勧化に適でナLやすい｡

2.主な仕様

二卜な仕様を表1にホす1〕

(Il､｢′二こ豊川三I叶機`.に-11‾i業イ､部)

日立パッケージ形スクリュ叫圧縮機
｢OS-Pシリーズ+
上卜‾仁パリケ･-ジ形スクリユ【圧縮機

｢OS-Pシリー--て､+は,低騒音,メイン

テナンス サイクルの姓氏を目標に開発

されたi几川柾縮機であるしつ スクりユ【

吐紡機は従米のf‾†三才日動J上編機に比べ,

騒音が什い1二と,メインテナンス サイ

クJレが上主いこと,梢追がf町中で小形に

なることなどの朽i_主を持ち,従来の子-i三

子娃勅圧縮機に替わl)つつある｡｢OS-

Pシリーズ+は,このスクリューー圧縮

機を′ヾッケージ化L,人帖な騒一汗の仏

滅を卜司ったもので,静かなIt縮機とL

て今後の需要が期待される｡

1.主な特長

(1)オーバハング モーータの抹川によリ

モータ側ベアリング,Jて一号速ギヤをr海Il二

し､変に全休を防1tiニカバーでヂなし､パッ

ケージ化Lたことに.より,騒‾打は68dB

仏)と同クラスの子i三伯動圧縮裾覧に比べて

6～14dB(A)も什㌔い｡

(2)オイル セパレ【タのさぴ1t二め処理,

オイル クーラ冷却管の不i舌作化によr)

澗桁油の寿命を延ばすことかでき､メイ

ンテナンス サイクルは4,000日封=jと従

来の子i三伯動h三締裾覧の約2一汗である｡

表1 主な仕様

形 式 OS-3P5 OS-4P5 OS-3P6 OS14P6

吐出し空気量 [1･1.･■汀== 3.2 5.5 3.8 6.6

吸 込 圧 力 温 度 大気圧 35し■C以下

吐出L圧力
】k呂･Cm一呂

了

40(アフタークーラ出口にて)吐出L温度

吐出L管径

駆動方

電動機出力

電源周波数

電源電圧

始動方

⊃c

A 25 40 ⊥z三‾4D
式 2極オ】バハンクモータ直結

z23了Z7l45
50 60

kW

Hz

∨

200‾‾‾｢.__200･･22占
式

kg

人-(へ始動

重 量 650 9?0 650 9ZO

概略寸法

高さ r｢1rll l′川0

l′450

l.200 =00 l′200

長さ

幅

mnl 】.了00

890

l.45D l′了00

890l｢1什】 690 690

､､

＼
､

;k㌔屯

ぎ≦箋
‾ ミミ蒸

ニて､転

号

汚

威 くヨ

〆
■‾

図l 日立パッケージ形スクリュー圧縮機

``os-3P''

(3)立て形圧縮機,オーバハングモータ

の採川により′J､形軽量化L､更に始動

1脂など必要機器をまとめてバツケー′･シ

｢ノ+に収納しているため,桝付,取杓い

の谷易な†1三言縮機となった｡

2.主な仕様･構造

表1にヰ三な什様を,区I一に外観を示す.)

(lトンニ;き望作巾l軌胃一千J一三た?一･7r;1
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日立2Eサーマノレリレー

目立2Eサーー1マルリ レーは,過負荷=

時のモmトル焼損保1穫に加えて矢木‖[け

にも完全な佃讃を行なう,バイメタル

差勧形のり レーである(図1)｡

欠本‖時の打作はIEC(国際電乞毛標準

会議)を1己仝に満足する高′lゾ絹巨を持ち

ながら,寸i去的には従来の三木‖サーマ

ルリ レーとほぼ｢占Jじという,小形でL由j

期的な製品で,半j淳体J(2Eリ レーに

比率交して綻析惟,取才及性などの面で大

きな別ノ∴･二を‡与っている｡

1.主な特長

1

2

3

4

′ト形(､ド噂体式の30～40%)

縫摘的(半ヰ休式の約40%)

リ レーだけの単独1托†寸も七丁能｡

サーージによる誤動作がない｡

(a)TRl｡｡-2EC(b)TR4｡-2EC(C)TR2(,一2EC

図l 日立2Eサーマルリレー

表l 主な仕様

工頁 目 イ土 手叢

内 /鼠 寸妾 点

設定電流変更

復 帰 方 式

動 作 表 示

トリッ7∩ フリー

テスト トリッフ

単 独 取 イ寸

1C(トランスファ手套点)

20%可能

手動, 自動切換可苗巨

可能

表2 主な性能

Jヨ 三且 予備電二充 過 電 工充 !動作時間

欠

相

ネ呂

過

負

20-■C

‾‾Ad二c

‡諾一三呂芸i‡;呂■■喜芸上z時間以内
=〕0%

.120%

し-プ…-ニ喜一:呂三芸+--:喜喜芸.2時間山内
20､'c 100% l zOO% :4分一山内

荷 20□c 600%
■

2､-30秒

(5)但小計方式の奄‾変(手動く→什軌)がボ

タンを押しL司すだけでできる｡

(6)テストトリップ,子別居,電†充ノ変更

などの操作がすべて前面でできる｡

(7)充電部を隔絶した安全構造｡

2.主な仕様,性能及び適用表

主な仕様を表lに,性能を表2に,

適用を表3にそれぞれ示す｡

(日立;出作巾 尚古占■i‾工業部)

表3 適用表

リ レ

ー l巳エ′凡用モートルIdP)

サーーフルリレーRC/Al 耶
′ざ

侶

中心十直;可調整打固I2日DV

[:l □ Z丘 0 3〔〉

0 4 D 3Z D48

D 5 D d D 6

06l川072
0 8 け64 0 日6

0 月 12

1り 】4

l月 14 2 Z

2d 2 D ～ 8

1

3D lフ5-3ら

]8 3 ロ 4 ら

50 d □ 6凸

6D l 4a 了2

6 8 ら 6 8 0

9.0 7 日 Il

02-W

D仙∨イ
2‾3互

■5州

′三喜三､.
2 2-Vノ

】2 18 3 7レ仰

16- Zd 5 らhW

2ミニL二L75竺

65 95

丁5 105

85 12う

□ D.8 =)2

L 三器γノ

L__竺竺__

30-W

:;∴:1-+芸ノ如
7月 I z_D-?8 75川ノ

105A

10～A

(け5ム‾て

つ‾rDご
30l 2ち 35 恥ヾノ

38 =d8

トLOkW‾‾｢悪ニ,
ら0 4D6_D 132州‾

‾‾‾古瓦㌻

日立プラグ｢GTクロス+

傑れた満火竹三を持つH_､ソニプラグ｢‾GT

クロス+シリーズ(形ノ(末尾にⅩが付

く例L46-PX)を昭和51年4月1日から

発売を開始した(区=)｡

現在,自動車は排J寸1ガス税了別の強化,

ガソリ ンの無貴行化によりエンジンの燃

焼には難しい条件が増加しており,エ

図l 日立プラグ｢GTクロス+

90

ンジン.L士りJの低下やソこ火などの逆転汁†ミ

のイ!も下が発十しやすい｡また,燃料消

費の州加も問題であり,ガソIjン価格

の高騰のためユーザーーからも低燃費に

対する要求は強い〔､

R_､ソニプラグ｢‾GTクロス+は,特殊材

質の中心1‾に板に一卜子二の七リリ判り(クロ

ス)を設けた設計(図2)で,クロスに

より鋭い放ノ左端が形成されるため,要

求ノi丘圧が過′首の点火プラグに比べ大幅

に仇‾卜するほか,中心電極による?令却

作′‾口で火炎核が消滅し,石火不良とな

る二呪象が改善されるので,確亡夫な放電

と朴ほって着火性が人幅に向_卜する結

果,一快適な逆転性と低燃費が了ミ≠られる｡

1.主な特長

(1)安求`〔註1上がイ氏いので,特にl要求電

圧レベルの高し､加速時の一失火(カーノ

､ソク)肋1f二に効果があるはか,始動惟

にも†産れている｡

(2)完全燃焼によりエンジンJll力が岬

加する結果,加速性が鋭くなる｡また混

合ユiのこ状態が想いアイドリング時でも

【司2 日立プラグ｢GT

クロス+の発火部

-リこ火が少ないので,岨転変軌が少ない.二

(3)完全燃焼により約5%燃料消費が

少なくなる｡牛､いニアイドリングや加i城

速の多い郡山l勺走行では効米が人きく

J†iる｡

(4)絶縁がい子の痢邦に5校のコルゲ

ーーショ ンを設け,フラソシオーバうに仔

を25%rrり卜させ山火の一己言純一件を編めたっ

(5)ノ∴く火1五源はオリジナル什様のまま

でよいが,高エネルギー点火う註7原との

組合せ仲掴は｢GTクロス+の作能を

-一一指と向上させる｡なお,′｢′に椒消耗は

才キ殊ノ正極柑の他用により少なくなって

おり,付い､要求寵圧打件とヰ‖まって浅i

命は一 一舟芝のスパーク プラグよりイ吏れて

いる｡

([卜よ製作バ斤 白土軌しtり幾許芸事業部)




